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要　　旨

　多動性の自閉症児は、家族又はごく近しい関係者以外の人とコミュニケーションをとることが困難であり、自

分の意志が伝わらないストレスからくる過食症や拒食症、または行動の混乱などが問題となることがある。本稿

は、2000年ll月から5ヶ月間に実施した多動性のある重度自閉症児への音楽療法の事例研究である。10歳の男児

（A君）は、最初のセッションではほとんど関わりがもてなかったが、次第に音楽や楽器演奏に関心をもち、最

終回のセッションには、筆者と楽器演奏による音会話と即興演奏に興じ、約10分間音楽に集中することができた。

またセッションの経過と共に、有意な自発的表現やリラックスした行動変化もみられたことなどから、本稿の有

意語をもたない自閉症児A君への音楽療法は、音言語による心のコミュニケーションが充分期待できることを示

唆した。

ACase　Study　Of　Musical　and　Emotional　Communication　With　A　Ten－Year－Old　Autistic　Boy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Through　Music　Therapy　Practice
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Abstract

　It　is　generally　dif五cult　fbr　an　autistic　and　active　child　without　sign置cant　spoken　language　to

communicate　with　persons　other　than　family　members．　There　are　many　reported　cases　in　which　severe

stress　and　frustration　caused　by　the　lack　of　communication　with　others　leads　to　overeating，　self－starvation

or　abnOrmal　actiOnS．

　This　study　reports　on　f］ve　months　of　music　therapy　for　an　active　ten－year－01d　Japanese　boy　with　serious

autism．　Though　he　could　not　communicate　with　music　during　the　first　session，　he　became　interested　in

music　and　playing　instruments　with　sessions　continued．　During　the丘nal　ten　minute　session　he　responded

to　a　music　therapist　through　musical　words　and　improvisational　music．　Music　therapy　can　help　establish

to　communicate　with　persons　using　musical　words，　especially　clients　suffering　from　a　lack　of　spoken

language，　because　musical　words　can　directly　affect　human　minds，　elnotions　and　bodies．
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自閉症児との音楽療法

一音言語によるコミュニケーションを通して一

【はじめに】

　2001年2月4日に宮城大学で開催された看護学部

公開講座「英国音楽療法の理論と実践」以来、宮城

県仙台地区においても病院や養護学校関係者だけで

なく、地域の保健所や一般市民、特に若い世代の高

校生や大学生らも、音楽療法に強い関心をもつよう

になった。これは嬉しいことであるが、しかし音楽

療法がまだ、一般的には特に精神的・身体的障害を

もつクライエントへの医療援助としてではなく、健

常者を含む人々のストレス解消のためにあるレクリ

エーション音楽として、捉えられていることも事実

である。そもそも障害児・者の身体の動きや行動変

化からコミュニケーション可能な音言語を抽出し、

心の内なる表現を導き出すといった音楽療法は、約50

年前に英国音楽療法の創始者であるジュリエット・

アルヴァン女史にまでさかのぼることができる。筆

者もかつて学生時代に、来日したアルヴァンの音楽

療法の講演と彼女自身のチェロ演奏を聴く貴重な機

会をもち、音楽することの意味を改めて考えさせら

れた体験をもっている。

　わが国の自閉症児に対する発達心理学的・医学的

な研究は、世界的にも評価されているが3、自閉症児

への音楽療法研究は浅い1。それは音楽療法を受けて

いる対象者が、欧米では発達障害児や精神障害児が

多いのに対して、わが国では小児よりもむしろ高齢

者の方が圧倒的に多いことと、この障害児分野の研

究には民族的な難しさを含んでいるためでもあろう。

欧米では発達障害児への音楽療法の実践と研究は非

常に盛んで、筆者が口頭発表した2000年ll月にセン

ト・ルイスで開催された「アメリカ音楽療法協会50

年記念大会」5や2001年4月にナポリで開催された

「第5回欧州音楽療法学術大会」6でも、発表の6割

は小児と青少年領域であり、特にその中でも即興演

奏を用いて自発的表現を促すアプローチ法が主流で

あった。了

　即興演奏を用いる音楽療法は、たとえばノードフ

ロビンズ音楽療法などに代表されるように、わが国

でも最近講習会や訳本で紹介されるようになったが8、

実践で用いた事例研究は数少ない9。本稿は、2000年

ll月～2001年3月に行った多動性の重度自閉症児の

音楽療法において、即興演奏を用いた実践を行うこ

とによって、音言語による心のコミュニケーション

が得られ、自己表現への学習の方向性が期待された

ので報告する。

【目　標】

　対象児A君は、有意語が全くなく、通学している

養護学校でも1日中ほとんど個人行動をとり、他人

と接触することが困難な多動性自閉症児であったこ

とから、次の二つを音楽療法セッションの目標とし

た。第一は、なじみのある曲や好きな楽器を用いて

音、および音楽に集中させること。第二は、即興演

奏を用いてA君自らの自発的表現をひきだし、音言

語によるコミュニケーション手段を獲得することで

ある。

【対象者】

　対象児A君は10才男児で、現在養護学校に通う重

度の自閉症児である。両親とも障害に対する認容と

見識をもってA君を温かく見守っている。A君は、

じっとしていることが少なく、むしろ身体を動かす

ことが好きな他動性の児童である。体格は、抜んで

て大きく、太り気味である。最近特に生活習慣に関

わる変化へのこだわりが強く、新しい環境に慣れる

のに少々時間を要することを、母親から情報入手し

た。

【方　法】

1）音楽療法セッション前に、予備調査としてA君

　の学校を二度訪問した。始めは、開始約1ヶ月前

　に、A君が通学している学校での生活やクラスの

　中での学習状況を見学し、合わせて担任教諭から

　A君の学校生活での様子を聞いた。二度目は、開

始約2週間前に行われた、年一度の文化祭発表会

の時で、クラス単位の出し物に出演するA君を観

　察した。A君の家庭生活については、開始1週間

　前に母親と話す時間を設けた。その結果、テレビ

　の「アンパンマン」をよくみていること、食事の

好き嫌いはないこと、最近時計のみかたを覚えて

時間を気にするようになったことなどを聞いた。

　また研究記録のためにセッション中のビデオ撮影

　を両親の許可を得て、セッション時のアシスタン

　ト（佐治亜矢子または上西普子）が撮影した。

2）実際のセッションは、A君の通う養護学校の・一’
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教室で、毎週一一回放課後の30～40分、個人セッシ

　ョンの形で合計10回行った。セッション会場では、

机と椅子を後部に寄せて自由に動けるスペースを

作り、A君とセラピストである筆者（Th）が、ピ

アノを中心に半円を描くように位置した。ピアノ

以外の楽器は、机上に発達障害児が好むドラムや

ボンゴ、メタルカバサ、クワイァフォーン、トー

　ンチャイムなどを置き、A君が自由に選択演奏で

　きるようにアシスタントがサポートした。

3）10回のセッション中6回は、A君が母親または

　父親の同室を希望したので1°、見学を許可した。

　これは、音楽療法においてクライエントが不安な

気持ちのままセッションを行うことは、音楽療法

効果にマイナス面が大きいことを考慮してとった

　処置であり、幼児や低学年児童の音楽療法セッシ

　ョンにおいて、よくとられる方法である。

【結　果】

　合計10回のセッション経過を、1）セッション中

のコミュニケーション　2）セッション中の音楽や

楽器に関する集中度に絞って、記録をもとにまとめ

た（表1参照）。前者のセッション中のコミュニケー

ションは、さらに二つに細分して観察した。一つは、

Thとのかかわりの中でみられた行動変化であり、も

う一つはクライエントが音言語（つまり声や楽器の

演奏を、あたかも言葉のように使うこと）を通して

どのように音楽や楽器とかかわったかである。

1）セッション中のコミュニケーション

　　第1セッションでは、終始一人で大きなボール

に乗って身体を上下に振って遊んでいた。

　Thはその動きに合わせて音楽を提供したが、　Th

とのアイコンタクトは全くなかった。Thの弾いて

いるピアノの前にきて、Thの手をさえぎって一一人

だけでピアノの前に座り、音を出したが（約3秒）、

直ぐにピアノから離れてしまった。ピアノ以外の

他の楽器にはほとんど興味を示さなかった。

　第2セッションでは、いつもの帰宅時間への執

着が強く、友達の帰る姿を追ってセッションへの

参加に強い抵抗を示した。結果的に，行動に落ち

着きがなく、ドラムやタンバリンを思いっきり叩

いた（約10秒）が、自分の出した音の強さに驚き

も示した。その後は母親をセッション会場に呼ん

で一緒のセッションを行った。

　第3セッションでは、セッション会場を学校行

事のため、急遽前回の教室と別棟の小ホールに変

更して行った。始めは会場探検をし落ち着かなか

ったが、セッションの後半になってThの投げたサ

ッカー・ボールを投げ返し（約30秒）、またトーン

チャイムを自分からとって鳴らした（約5秒）。ま

た「ジングルベル」のピアノ演奏に、手を後ろに

組んで回転運動を始めたので、Thは直ぐにA君の

回転の速さに合わせて「ジングルベル」「あわてん

ぼうのサンタクロース」でピアノ伴奏を続けた（約

5分）。この回転運動中に，はじめて「アー」とい

う発声があった。

　第4セッションでは、Thのもっていたアンパン

マン・ボールやアンパンマン指人形を取っては、

ボンゴの中へ投げて遊んだ（約1分）。A君が自分

表1　セッション時のコミュニケーションと集中時間

セ“ション S1 S2 S3 S4 S5

セラピストとのコミュニケーション

・終始、一人でポール遊　をし、ア
イコンタクトもない

いつもの帰宅時間への執着が強
く、セッション参加へ抵抗を示す

ボールを投｛返す セラヒストの玩具を取る
（アンパンマンボール、指人形）

・ セラビストの弾くアンパンマンを

聴きながら寝転ぶ

音言語によるコミュニケーション

・ ドラム、タンバリンを思いっきり

叩く

トーンチャイムを手にとる・「ジングルベル」を聴きながら回

転運動はじめる・「アーという発声がある

自ら回転運動を始める（ゆき」
「くるみ割り人形」でピアノ伴奏）・ドラムの中にボールを入れて遊

ぶ

　アンパンマン」に合わせてメタ
ル・カバサをリズム奏する・メタル・カバサで即興演奏の応答

がみられた

集中時間
ビアノ3秒 タンバリン10秒 回転運動5分

ポール遊び30秒他
回転運動5分
ドラムとボール1分

回転運動・6分
メタル・カバサ6分

セッション 20分 30分 30分 30分 30分

セ“ションロ S6 S7 S8 S9 S10

セラピストとのコミュニケーション

セラヒストと一　に回転運動を’
しむ。笑顔見られる・発声しながらセラピストへ　近

セラヒストとビアノの傍で

セッション終了まで過ごす

・ セラヒストの膝の上に

寝転がる
開始前からセッションの部屋に

出入りする

・帰り際にも戸外からセラヒストら

を見にくる

音■語によるコミュニケーション

自分から回転運動を開始し、ヒ

ノによる即興演奏を要求する

・ 即興演奏による模倣見られる
（ドラム、タンバリン）

自らドラムの機を取って叩く・クワイアフォーンによる自発的な

表現がみられる

　山の音楽家」のリ　ムに合わせ
て足を動かす・クワイアフォー一ンによる自発的表

現　楽しむ

ビアノ、トーンチャイムに集中し、

自発的表現を楽しむ

集中時間 回転運動10分 ドラムの模倣5分
タンバリンの模倣3分他

ドラム5分
クワイアフォーン、2分

リ　ム打ち2分（足ふみ）

クワイアフォーン・10分

ピアノ．5分

トーンチャイム・10分

セ“ション 30分 50分 40分 40分 50分
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　から時折回転運動を始めたので、Thはすぐに「ゆ

　き」「くるみ割人形」などで回転の速さに合わせて

　ピアノ伴奏をした（約5分）。

　　第5セッションでは、回転運動（約6分）だけ

　でなく、床に身体を寝かせて転げまわりはじめた

　ので、「アンパンマン」のピアノで伴奏した。その

　後「アンパンマン」の歌に合わせてメタルカバサ

　を演奏した。このとき、メタルカバサによる即興

　演奏の応答もみられた（約6分）。

　　第6セッションでは自分から回転運動（約6分）

　を始め、その際「アー」「クック」などと声を出し

　ながらThの方へ接近してきた。　Thが回転運動に

　合わせた即興演奏を続けているうちに、笑顔も見

　せた（約10分）。

　　第7セッションでは、セッションの始めから笑

　顔をみせたので、即興演奏でスタートした。その

　結果、ドラム（約5分）、タンバリン（約3分）、

　クワイァフォーン（約1分）による模倣演奏によ

　る応答がみられた。Thとピアノの周りで始めてセ

　ッション終了まで過ごした（約40分）。

　　第8セッションでは、セッション開始と共に自

　分からドラムの嬢を取り演奏を始めたので、ドラ

　ムの即興演奏でスタートした（約5分）。またクワ

　イァフォーンによる自発的な表現もみられた（約

　2分）。Thとのピアノの演奏にも興じ、セッショ

　ン最後にはピアノを弾いているThの膝の上に寝転

　んだ。

　　第9セッションでは、セッション開始前から部

　屋をのぞき，セッションがあることを確かめるよ

　うな素振りを示した。その後、笑顔でThに接近し

　てきていきなりドラムを打ち始めた。さらに「山

　の音楽家」のピアノ演奏に合わせて、椅子と足を

　動かし応答した（約2分）。クワイァフォーンによ

　る自発的な表現が約10分続いた。

　　最後の第10セッションでは、なじみのある音楽

　および即興音楽の双方時においても、自分が好き

　なトーンチャイム（約10分、譜例1参照）やピア

　ノ（約5分）による自発的な表現を楽しむに至っ

　た。またセッション終了後、戸外からセラピスト

　らを見に来て、笑顔で走り去った。

2）セッション中の音楽や楽器に対する集中度

　　第1、第2セッションでは、楽器およびセッシ

ヨンに対してほとんど関心を示さず、終始散漫で、

集中することはなかった。

　第3、第4セッションでは、回転運動に約5分、

第5セッションでは回転運動やメタルカバサにそ

れぞれ約6分集中することが出来、時折笑顔も見

せた。

　第6セッションでは、自分から回転運動を始め、

Th．にピアノ伴奏を催促するようになり、約10分

間集中していた。

　第7セッションでは、ドラムに約5分とタンバ

リンに約3分と、第8セッションでは、ドラムに

約5分とクワイァフォーンに約2分間集中した。

またそれぞれのセッション中、異なる2つ以上の

楽器に合わせて7～8分間も集中できるようにな

った。

　第9セッションでは、クワイァフォーンに約10

分と足踏みに約2分、第10セッションでは、トー

ンチャイムに約10分とピアノに約5分間集中した．

また複数の楽器にも、合わせて約12～15分間も集

中して、自由に音楽演奏を楽しむ姿が見られるよ

うになった。

　10回のセッション中に、A君がかかわった音楽

療法セッション時間の合計と、興味を示した楽器

や音楽への集中時間をグラフにすると、図1の通

りである。
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⑳
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0

SI　　　S2　　　S3　　　S4　　　S5　　　S6　　　S7　　　S8　　　Sg　　S10

　　　　　瞭中時間梱集輯間2・セ・璽劉

図1　セッションと音楽への集中時間

セッション時間は、一回の音楽療法にかかわった合計時間である。

集中時間1は、音楽または楽器を通して集中できた合計時間であ

る。

集中時間2は、1回のセッション中に、2つ以上の音楽または楽器

に集中した際、最も長く集中した場合の時間である。
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【考　察】

1）クライエントとThとのコミュニケーションは、

まずA君の活発な身体の動きに合わせたボール遊

びと回転運動から始まり、次第にそれらが発声や

笑顔を伴った回転運動、そして楽器を使った自発

的な表現へと発展したことから、最初のコミュニ

ケーションは、クライエントに最もなじみのある

楽曲を、クライエントの身体の動きに合わせたテ

　ンポを使ってアプローチを進めることが有効であ

　ると考えられる。

　　また自閉症児の音楽療法では、歌詞がでなくて

　も楽器によるリズム打ちや体の動きによる参加を

　誘導することができる。または発語の模倣やリズ

　ム応答を加えていくことによって、音言語による

　コミュニケーションへの可能性が期待される。

2）音楽療法セッションに、クライエントが始めほ

　とんど興味を示さなくとも、あるいは逆に嫌悪感

　を示したとしても、Thの存在、又は音楽を使った

　アプローチの仕方がクライエントにとって気にな

　る存在であったことは確かである。つまりコミュ

　ニケーションの第一歩は、まず気に留めさせるこ

　とから始まり、さらに発展させるためにはその中

　から有効な音素材を抽出することである。また音

　楽や楽器に対する興味がもてるように待ってあげ

　ること、時間をかけて自発的な参加を促し続け、

　学習への方向性に導くことが肝要であると考える。

　　セッションが進むにつれて、次第に集中する時

　間が延びた。特にA君は回転運動に約10分間も興

　じることができたり、また1セッション中に、異

　なる2つ以上の楽器や音楽に興味を示し、お互い

　に模倣したり応答することが、約10分間もなされ

　たことなどから、音楽や楽器に対する興味がもて

　るように誘導し、表現できるまで待つことが有効

　であったと推察する。特にA君はThが演奏する自

　分の動きの速さに合った回転運動を通して、Thと

　コミュニケーションをとるきっかけを見出し、共

　にセッションに興じることができたと考えられる。

　　またセッション回数を重ねる毎に楽器や音楽に

　興味を示し、Thと模倣、応答しながら音楽療法の

　セッションにたずさわる時間が、合計で20分～50

　分にまで延長されたことなどから、自閉症児への

　音言語によるコニュニケーションの可能性が示唆

されたといえる。

　セッション中、回転運動をしながら発声や笑顔

を表現したり、ピアノを弾くThの膝に、またはテ

ーブルの上に寝転がって、クワイァフォーンやト

ー ンチャイムを鳴らすといった行動変化がみられ

た。これは、A君が、音楽療法の時間を次第にリ

ラックスできる楽しい時間と感じていたことと推

測される。またA君との即興演奏を通した応答会

話から、音言語によるクライエントの心的表現の

可能性を垣間みることができたように感じる。

　そしてこの自閉症児の音楽療法効果を確実なも

のにするためには、さらに継続したセッションと

その観察が必要であると考える。

【結　び】

　以上の結果、考察を踏まえて、次の3点が結論づ

けられる。

1）なじみのある音楽を使って重度自閉症児A君を

　自然にセッションへ促し、リラックスした気持ち

　にさせながら、次第にA君の動きに合ったテンポ

　を使って即興演奏を取り入れることが、自発的な

　表現へ導くために有効である。

2）音楽療法セッションの進行と共に、A君の集中

　力や学習力が養われたことが確認される。

3）A君は、状況把握や有意語の理解にはまだ困難

　が予想されるが、セッション中に、A君自ら、自

　発的な演奏を表現できたことにより、今後新たな

　心のコミュニケーション確立への可能性が期待さ

　れる。
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自閉症児との音楽療法

音言語によるコミュニケーションを通して一

パーヴィジョンを得て遂行したことを付記する。

　この論文は、2000年6月10日（日）、静岡グランシ

ップで開催された「音楽療法．静岡200」において発

表したものをまとめたものである。
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譜 トーンチイムによる応

　　　　　　宮城大学看護学部紀要　第5巻　第1号　2002

セ“ション10

（1）セラピストの音を聴いて応答

引

て

38分15秒

　・“のトーンチャイム

（G音）の方に顔を向ける

38分20秒
・ ThがC1にトーンチャイム

　（D音）を手渡す

38分33秒
・ ThがClにトーンチャイム

　（G音）を手渡す

38分42秒
・ Thのピアノに机

　を叩いて応答する

●

～

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　／q－一ンγ・イA） ‡

≠

～

｛じ・7ノノ　　　．　　　　　　，　　’

オ

～

乙｛

T

（2）

チャイムを鳴らす

自由な即興的応答

・ Clが自発的にトーン ・ ThがClの音を模倣する ・ CIは机を叩いたり大きな声

を出して応答する。

ー
o・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

働フ　　曽　　　　　↓
　　　　一

〉
‘

o

↓　　㌔
o ’

’ ⇒

〉
　40分50秒
・ C1がThにトーンチャイム

で問いかける

41分06秒
・ Thのピアノに応答する

　41分10秒
・ 耳元に手を当てながら

　音を聴く

　41分27秒
・ Thのトーンチャイムに

　応答する

d

τレ

” ’　　　　　　　　　　　　　　　　　o o

　　ヂ（レ）イ④イAノ

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

ぽアリ
■ ● θ ● ●θ ’ ’
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